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サイズと形状が均⼀な空間を持つホスト型化合物は、それらを
組織化して組み上げることにより、⽔やイオン、機能性分⼦を選
択的に吸着し、物質輸送する多孔性材料として⽔圏機能特性を発
現することが期待される。本研究では、ナノメートルサイズの内
部空間をもつ⼤環状化合物を⾃⼰集合させることで、内部にチャ
ネル状の空間を持つカラムナー液晶や多孔性分⼦組織構造を開
発した。その中で、我々は、サルフェンとカルバゾールから構成
される⼤環状化合物が Au(111)基板上に⼆次元多孔性結晶を構築
することを⾒出した (Fig. 1)。この⼆次元組織化した⼤環状化合
物の内部空間の中に機能性分⼦であるフラーレンを⼀分⼦ずつ
取り込み、フラーレンを⼆次元周期的に精密に配列させることに
成功した 1。 

また、⼤環状化合物の環構造に⽤いたサレン錯体をらせん状に
配置させた⾦属錯体型フォルダマーを開発した。フォルダマー
は、らせん状に折りたたんだ分⼦構造をもつため、その内側の特
異な空間を利⽤した分⼦認識などが期待される。本研究では、ら
せん状超分⼦構造を⽤いて、⽔圏機能を発現するための内部空間
をもつ超分⼦液晶の特性評価を⽬的とした（Fig. 2）。SPring-8 に
おける放射光を⽤いた偏光顕微 IR 測定法 2 を利⽤することで、
液晶分⼦の配向構造を明らかにすることに成功した 3。現在、湿
度制御した雰囲気下で、らせん状構造の内部空間に取り込まれた
⽔分⼦の吸着現象を評価している。 
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Fig. 1. STM image of macrocycle. 

 
Fig. 2. Columnar liquid-crystalline 
metallofoldamer. 
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